
 

直線型プラズマ装置NAGDIS-IIにおける中性粒子バランスを考慮した

EMC3-EIRENEシミュレーション 
Modelling of the linear divertor plasma simulator NAGDIS-II in addition of the neutral 

particle balance by using EMC3-EIRENE code 
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核融合炉におけるプラズマ物理研究やプラズ

マ壁相互作用(Plasma-Wall Interaction, PWI)研究の

ために直線型ダイバータプラズマ模擬装置(Liner 

Divertor Plasma Simulator, LDS)が広く運用されて

いる。将来の核融合炉(デモ炉など)の高い信頼性

設計のためにLDSの役割は非常に重要であり，ま

た，世界におけるLDSによる共同研究は，プラズ

マ壁相互作用研究のための新しい手法としても

精力的に進められている。これらの共同研究にお

いて最も重要なポイントの1つに，LDSで得られた

データや成果を普遍化して共有することが挙げ

られ，そのためにはLDS及び大型装置双方でのプ

ラズマ特性を評価する数値シミュレーションが

不可欠である。LDSにおけるシミュレーション研

究としては，流体コードB2-EIRENEシミュレーシ

ョンによるPSI-2[1]，MAGNUM-PSI [2]があり，ま

た，次世代の大型直線装置MPEXの検討[3]として

EMC3-EIRENEコードによる研究が行われている。 

本研究では，名古屋大学の直線型ダイバータプ

ラズマ模擬装置NAGDIS-IIのEMC3-EIRENEシミ

ュレーションを進めている。これまでにV字ター

ゲット板，斜めターゲット板（開構造，閉構造）

および，平板ターゲット板の4種類についてのモ

デリングを構築し，その結果，ターゲット形状間

の比較の結果，V字ターゲット及び閉斜めターゲ

ットにおいて中性ガス密度が上昇し，3次元ター

ゲット形状の効果が確認された[4]。しかし，現行

モデルでは，粒子についての外部からのガス供給

及び排気ポンプが考慮されておらず，モデル内部

で粒子が100%巡回しており，粒子リサイクリング

の観点から不十分なモデリングである。今後の

NAGDIS-II装置における実験データとの比較や検

証を進めるためにも，粒子の流れについても正確

なモデリングが必要である。 

本 発 表 で は ， こ れ ま で 進 め て き た

EMC3-EIRENE コードを利用した直線型装置

NAGDIS-IIのモデリングについて，外部からのガ

ス供給とポンプによる中性粒子の排気を追加し

た改良モデルを提案し，その検証と初期結果につ

いて報告する。図1にソース領域(プラズマ生成部)

に外部からのガス供給，及びNAGDIS-IIにおける

実形状を元に，ポンプを設置した改良モデル図を

示す。ポンプは，ソース領域とテスト領域の堺目

(上流部)に1カ所，エンドプレート後方(下流部)に1

カ所の計2カ所設置した。本講演において，上記

の改良モデルにおけるEMC3-EIRENEを用いた

NAGDIS-IIの数値シミュレーション結果，特に，

中性粒子分布(ガス圧)を中心とした初期結果につ

いて発表する。 

 
図1 ガス導入及びポンプ排気の改良を加えた 

    NAGDIS-IIシミュレーションモデル図 
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